久米 島 の 真 謝 ( ま じゃ ) 集落 
島 の 東側 に ある 、 十 く か ら の 文化 * 慣 習 が 残っ て いる 集落 で 、 そ こ に 住む 人 々 は 大 人 も 


子ども も 真 謝 好 き と 言わ れ て いま す 。 集落 の 人 な ら 知 つ て いる 言葉 「 し に うお さん 」 っ て 
何で し ょ う 。 そん な 地域 の 知ら な い 事 や 魅力 を 、 散 策 を 楽し みな が ら お 伝え し ます 。 


エメ ラル ド グ リ ー ン の 
海 に 囲ま れ た 


は て の 浜 


米島 の 沖合 に 浮か ぶ 砂 浜 
だ け の 島 「 は て の 浜 」 。 
誰 も が 一 度 は 訪れ た い 、 憧 れ の 
砂浜 で す 。 


シュ ロ の 葉 を 使っ た か ご 作り 体験 
シュ ロ の 葉 は 漢字 で 「 様 摺 」 と 難 
し い 表 記 で 書か れ ま す が 、 こ れ は 
シュ ロ の 命名 者 で ある イギリス の 
学者 が 漢字 の 国 で ある 中 国 大 陸 
で シュ ロ を 初め て 目撃 し た こと に 
由来 し て いる そう で す 。 花 言葉 は 
「 変 わる 事 な い 友情 ] 「 勝 利 ] 「 優 
勝 ] な ど ポ ジテ ィ ブ な 言葉 ば か り で 
す 。 そ ん な シュ ロ の 葉 を 使っ た カ 
ゴ 作 り 体験 を お 楽し みく だ さい 。 


開 レ デ 理 


共 人 人 沖 旨 記 念 人 園 (時 


首 里 城 ガイ ド 


Ui 
DESIGN 


琉球 料理 [美和 」 二階 の 特別 な 小 空間 に 
て 、 上 質 な 琉球 伝統 芸能 を ご 鑑賞 いた だ 
形 の 伝統 芸能 と し て 全国 で 初 の 
N イン 買 を 受賞 し た 「 琉 球 の 美 ] を 
人 二葉 で の 肖 特 別府 で す イ メー ジ ) お 楽し みく だ さい 。 


守 礼 門 か ら 世界 遺産 の 「 園 比 屋 武 御 上 石 門 ( そ の ひゃん うた きい し も 
ん ) 」 、 城 内 最大 の 信仰 儀式 の 場 で ある 京 の 内 (きょう の うち ) な ど 中 国 と 日 
本 の 築城 文化 を 融合 し た 独自 の 文化 を 専門 ガイ ド が 詳し く ご 案内 し ます 。 


球 上 外 健 料理 イメ ー ジ 血 人 提供 款 公 能 デザ イン 研究 


琉球 料理 「 美 演 」 


1958 年 創業 の 歴史 と 伝統 を 受け 継い だ 琉球 料理 店 。 古き 良き 件 ま 
い 、 古 く か ら 伝 わる 調理 法 で 奥深 い 琉球 料理 を 伝え て いま す 。 料 理 は 
勿論 、 食 器 や 部 屋 の 調度 品 を 通し て 、 琉 球 文化 を お 楽し みい た だ け 
ます 。 
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